
　
８
月
か
ら
、
70
歳
以
上
の
方
︵
一

定
の
障
が
い
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
65
歳
以
上
の
方
を
含
む
︶
の
自

　
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
は
、
繁
殖
力
が
と

て
も
強
く
、
在
来
植
物
の
生
育
場
所

を
奪
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
お
そ
れ
の

あ
る
外
来
植
物
で
す
。
花
粉
症
の
原

己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
︵
表

の
と
お
り
︶
。

▽
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康

　
保
険
係
・
後
期
高
齢
者
医
療
係

因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市
の

生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
た
め
、
オ

オ
ブ
タ
ク
サ
を
見
か
け
ら
れ
た
際
は
、

繁
殖
場
所
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
敷
地
内
に
生
え
て
い
る
場
合

は
、
除
草
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
特
徴
　
河
原
な
ど
に
生
え
、
倒
れ

　
ず
に
２
　
以
上
の
高
さ
に
な
り
ま

　
す
。
８
月
下
旬
ご
ろ
、
黄
色
の
穂

　
状
花
を
咲
か
せ
、
種
を
つ
け
ま
す
。

　
種
が
で
き
る
前
に
、
根
ご
と
引
き

　
抜
く
か
、
地
際
か
ら
刈
り
取
っ
て

　
駆
除
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
環
境
政
策
課
環
境
政
策

　
係
︵
☎
５
９
５
・
１
１
１
０
︶

　
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

※
受
付
時
間
…
平
日
午
前
９
時
〜
午

　
後
５
時

▽
夏
休
み
企
画
﹁
手
作
り
灯
籠
﹂
　

　
ク
レ
ヨ
ン
を
溶
か
し
て
模
様
を
描

　
き
、
灯
籠
を
作
り
ま
す
。

　●

日
時
…
７
月
31
日
㈫
　
午
前
10
時

　
30
分
〜
11
時
30
分

　●

講
師
…
辻
か
お
り
さ
ん

　●

定
員
…
３
組

　●

持
ち
物
…
い
ら
な
い
ク
レ
ヨ
ン
、

　
カ
ッ
タ
ー
、
は
さ
み

　●

費
用
…
１
組
８
０
０
円
︵
大
人
子

　
ど
も
各
１
人
、
材
料
費
別
︶

※
子
ど
も
１
人
追
加
に
つ
き
２
０
０

　
円

▽
夏
休
み
企
画
﹁
バ
ル
ー
ン
ア
ー

　
ト
﹂
　
風
船
を
ひ
ね
っ
て
お
花
や

　
動
物
を
作
り
ま
す
。
お
孫
さ
ん
も

　
参
加
で
き
ま
す
。

　●

日
時
…
８
月
１
日
㈬
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
２
時
30
分

　●

定
員
…
５
組

　●

費
用
…
１
組
５
０
０
円
︵
大
人
子

　
ど
も
各
１
人
、
材
料
費
別
︶

※
子
ど
も
１
人
追
加
に
つ
き
２
０
０

　
円

　
夏
休
み
中
の
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▽
夏
休
み
企
画
﹁
布
ブ
ロ
ー
チ
作
り
﹂

　●

日
時
…
７
月
31
日
㈫
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時

　●

持
ち
物
…
裁
縫
道
具

▽
夏
休
み
企
画
﹁
か
ん
た
ん
折
り
紙

　
教
室
﹂
　

　●

日
時
…
８
月
６
日
㈪
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時

▽
講
師
　
開
戸
セ
ン
タ
ー
職
員

▽
定
員
　
各
５
組
10
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
各
１
組
千
円
︵
材
料
費
込

　
み
︶

▽
じ
ゃ
ば
ら
の
カ
ー
ド
入
れ
ポ
ー
チ

　
教
室
　
手
縫
い
で
じ
ゃ
ば
ら
の
カ

　
ー
ド
入
れ
を
作
り
ま
す
。

　●

日
時
…
７
月
26
日
㈭
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
４
時

　●

場
所
…
五
日
市
セ
ン
タ
ー

　●

講
師
…
成
田
美
砂
さ
ん

　●

定
員
…
10
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
…
裁
縫
用
具

　●

費
用
…
１
回
１
５
０
０
円
︵
材
料

　
費
込
み
︶

　
高
齢
者
虐
待
は
、
介
護
す
る
家
族

が
心
身
と
も
に
疲
れ
き
っ
て
、
追
い

詰
め
ら
れ
て
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。
虐
待
に
気
づ
い
た
と
き
に
は
、

速
や
か
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
通

報
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
高
齢

　
﹁
最
近
話
題
の
ロ
ボ
ッ
ト
っ
て
何

？
﹂
﹁
ロ
ボ
ッ
ト
が
進
化
す
る
と
仕

事
が
無
く
な
る
っ
て
本
当
？
﹂
な
ど

の
疑
問
や
、
企
業
の
中
で
の
ロ
ボ
ッ

ト
活
用
事
例
に
つ
い
て
、
分
か
り
や

す
く
お
話
し
し
ま
す
。

▽
対
象
　
市
立
の
小
学
校
４
年
生
〜

　
中
学
校
３
年
生

▽
テ
ー
マ

　●

ご
み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
し

　
よ
う

　●

食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う

　●

ポ
イ
捨
て
を
や
め
よ
う

▽
作
品
の
規
格
　
四
つ
切
︵
54
セ
ン

者
虐
待
を
未
然
に
防
ぎ
、
助
け
合
え

る
地
域
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
相
談
窓
口
　
高
齢
者
支
援
課
高
齢

　
者
支
援
係
、
高
齢
者
は
つ
ら
つ
セ

　
ン
タ
ー
［
☎
５
５
０
・
６
１
０
１

　
︵
秋
川
地
区
︶
］
、
五
日
市
は
つ

　
ら
つ
セ
ン
タ
ー
［
☎
５
６
９
・
８

　
１
０
８
︵
五
日
市
地
区
︶
］

▽
日
時
　
８
月
20
日
㈪
　
午
後
２
時

　
〜
３
時
30
分

▽
場
所
　
Ｂ
ｉ
＠
Ｓ
ｔ
ａ
ス
モ
ー
ル

　
オ
フ
ィ
ス
︵
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
２

　
階
︶

▽
講
師
　
川
下
敬
之
さ
ん
︵
B
i
@

　
S
t
a
相
談
員
、
中
小
企
業
診
断

　
士
︶

▽
定
員
　
５
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
あ
き
る
野
創

　
業
・
就
労
・
事
業
承
継
支
援
ス
テ

　
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
ｉ
＠
Ｓ
ｔ
ａ
［
☎
５

　
１
８
・
７
７
７
８
　
午
前
10
時
〜

　
午
後
７
時
︵
日
曜
日
、
祝
日
、
第

　
３
水
曜
日
を
除
く
︶
］

　
チ
　
×
38
セ
ン
チ
　
︶

▽
賞
　
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳

　
作
、
参
加
賞

▽
入
選
作
品
の
展
示
︵
11
月
予
定
︶

　
市
役
所
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

　
ル

▽
そ
の
他
　

　●

作
品
は
手
描
き
と
し
ま
す
︵
パ
ソ

　
コ
ン
な
ど
を
使
用
し
た
作
品
、
立

　
体
性
の
あ
る
作
品
は
審
査
対
象

　
外
︶
。

　●

応
募
作
品
の
著
作
権
、
所
有
権
は

　
市
に
帰
属
し
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。

　●

入
選
結
果
は
、
10
月
下
旬
に
本
人

　
へ
通
知
し
ま
す
。

▽
応
募
方
法
　
９
月
６
日
㈭
ま
で

　
に
、
作
品
の
裏
面
に
生
活
環
境
課

　
で
配
布
す
る
応
募
用
紙
を
貼
り
、

　
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
合
せ
　
生
活
環
境
課
清

　
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 平成30年（2018年）７月15日　（４）

萩
野
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
５
０
・
２
７
２
２
）

開
戸
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
５
０
・
２
７
５
５
）

五
日
市
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
３
３
・
０
３
３
０
）

平成29年度　小学校５年生の部
最優秀賞受賞作品

70
歳
以
上
の
方
の
高
額
療
養
費
の

　
　
　
　
　
　
　
　
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

オ
オ
ブ
タ
ク
サ
の

　
　
除
去
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

表

高
齢
者
虐
待
の
相
談
窓
口

環
境
問
題
啓
発
用
絵
画

（
図
画
）
・
ポ
ス
タ
ー
展

　
　
　
　
　
　
　
作
品
募
集

Ｂｉ＠Ｓｔａ創業支援セミナー
「ロボットのお話し」

　スーパーなどに行くと同じに見
える牛乳のパックに「牛乳」と書
かれているものと「乳飲料」と書
かれているものがあり、表示によ
って違いがあります。
○「牛乳」　しぼったままの牛の
　乳を加熱処理したもので、水や
　添加物を混ぜることは一切禁じ
　られています。
○「加工乳」　牛乳成分であるク
　リームや脱脂粉乳、バターを使
　って成分を調整しており、濃厚
　タイプの牛乳や低脂肪乳といっ
　たものがこれにあたります。
○「乳飲料」　栄養強化タイプ
　（カルシウムを多くしたり、鉄
　など牛乳本来の成分以外を加え
　たもの）、カフェオレのように
　コーヒーを加えたもの、果物の
　味のついているもの、乳糖分解
　タイプのものがこれに当たりま
　す。
　成分規格は食品衛生法に基づ
き、表示は牛乳業界が自主的に規
制する「乳飲料の表示に関する公
正競争規約」で詳しく定められて
います。

　料理やお菓子作りに使うときは

「牛乳」と「加工乳」「乳飲料」

では味や仕上がりに少し違いがで

ることがあるようです。お好みに

応じて使い分けるのも楽しいでし

ょう。

○あきる野市消費生活相談窓口　

　契約に関するトラブルや悪質商

　法など、消費生活に関して困っ

　たときは、一人で悩まずに相談

　してください。電話でも相談に

　お答えします。
　● 開設日時…毎週月曜・木曜日　

　午前９時～午後４時（正午～午

　後１時を除く）

※予約の必要はありません。
　● 場所…市役所１階市民相談室

※月曜・木曜日以外でお急ぎのと

　きは、東京都消費生活総合セン

　ターに相談してください。

○東京都消費生活総合センター
　● 開設日時…毎週月曜日～土曜日

　午前９時～午後５時（☎０３－
　３２３５－１１５５）

※多重債務相談も受付けていま

　す。

くらしの知恵袋くらしの知恵袋くらしの知恵袋 〜消費生活相談情報〜
～「牛乳」と呼ばれているものに
　　　　　　　いくつもの種類があるのを知っていますか？～

※非課税世帯（低所得Ⅰ・Ⅱ）の方は変更ありません。

※一般区分の方は、８月から翌年７月までの外来の年間自己負担額は144,000円

※多数回該当…過去12か月間に世帯で３回以上自己負担額を超えた場合の４回目

　以降の額

所得区分

―

―

―

18,000円

8,000円

8,000円

252,600円＋（医療費－842,000円）×1％

<多数回該当：140,100円>

167,400円＋（医療費－558,000円）×1％

<多数回該当：93,000円>

80,100円＋（医療費－267,000円）×1％

<多数回該当：44,400円>

57,600円

<多数回該当：44,400円>

24,600円

15,000円

一般

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

現
役
並
み
所
得

自己負担限度額 

世帯単位（外来＋入院）個人単位（外来）

Ⅲ（課税所得690
　　万円以上）

Ⅱ（課税所得380
　　万円以上）

Ⅰ（課税所得145
　　万円以上）

と
う
ろ
う

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

ビ　　ス　　タ

メ
ー

ト
ル

高
齢
者
げ
ん
き
応
援
事
業


